
計算条件の違いについて



降った雨が河川に流れこむまでのしくみ

地下水

中間流出
（早く流出）

（飽和）
※水がこれ以上吸収できない状況

表
面
流
出

地表面
地表面
地表面
地表面

表
層
土

表
層
土

表
層
土

表
層
土

不飽和層不飽和層不飽和層不飽和層 （中間水帯）（中間水帯）（中間水帯）（中間水帯）

地下水層地下水層地下水層地下水層

（土
壌
水
帯
）

（土
壌
水
帯
）

（土
壌
水
帯
）

（土
壌
水
帯
）

（毛管水帯）（毛管水帯）（毛管水帯）（毛管水帯）

参考：河川工学 玉井信行編
浅枝 隆・鈴木 篤・玉井信行・西川 肇・安田 実 共著



流域のモデル化
計算では、水系の基準地点、支川合流地点などで、小流域に分計算では、水系の基準地点、支川合流地点などで、小流域に分計算では、水系の基準地点、支川合流地点などで、小流域に分計算では、水系の基準地点、支川合流地点などで、小流域に分

割して計算します。割して計算します。割して計算します。割して計算します。

上図を簡略すると下のようになります。上図を簡略すると下のようになります。上図を簡略すると下のようになります。上図を簡略すると下のようになります。

この作業を流域のモデル化と呼び、流域や河道の特性が十分にこの作業を流域のモデル化と呼び、流域や河道の特性が十分にこの作業を流域のモデル化と呼び、流域や河道の特性が十分にこの作業を流域のモデル化と呼び、流域や河道の特性が十分に
再現できるモデルを作ることが精度の高い洪水流出計算を可能に再現できるモデルを作ることが精度の高い洪水流出計算を可能に再現できるモデルを作ることが精度の高い洪水流出計算を可能に再現できるモデルを作ることが精度の高い洪水流出計算を可能に
します。します。します。します。
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△：流域
□：河道
：ダム

●紀の川では、
流域：30
河道：15
（本川8、支川7）



紀の川水系洪水追跡計算モデル（実績再現：工実モデル）

工事実施基本計画検討では、流域全体を以下のように１４流域に分割してい
ます。



紀の川水系洪水追跡計算モデル（整備計画検討モデル）

整備計画検討では、雨量・流量観測所の増設に伴い、流域全体を以下の
ように30流域に分割しています。



洪水追跡計算用流域モデル図（実績再現：工実）

S-1

S-12

S-1

●高島

K-3

（
貴
志
川
）

貴志川上流流域

三谷～船戸間
河道

S-11

竹房流域

●
船戸

S-9

S-10

K-2

（
紀
伊
丹
生
川
）

紀伊丹生川ダム
上流域

橋本～三谷間
河道

S-8

橋本流域

●
橋本

S-6

S-7

大和丹生川上流域

K-1

上市～橋本間
河道

S-5

五條流域

（
大
和
丹
生
川
）

S-3

高見川上流域

S-4

S-20

大滝ダム残流域

S-2N

中奥川流域

凡 例

流 域

河 道

紀伊丹生川
ダム

三谷流域

大滝ダム

入之波流域

（
高
見
川
）

流域１４分割、河道３分割



洪水追跡計算用流域モデル図（流域委員会使用モデル）
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図  紀の川水系洪水追跡計算モデル図（貯留関数法）〈 基本方針 〉 

流域３０分割、河道１５分割（本川８、支川７）



定数の設定（洪水再現：工実モデル）

河道長

(km) K P TL(hr)

K-1 31.9 50 0.63 0.9
K-2 10.3 25 0.65 0.4
K-3 21.6 60 0.65 1.0

流域略称
河道貯留関数基底流量 流域面積 飽和雨量

K P TL(hr) f1 (m3/s) (km2) Rsa(mm)

S-1 40 1/3 0.8 0.5 3.4 85.8 237
S-2N 25 1/3 1.0 0.5 1.6 40.0 237
S-2O 55 1/3 3.0 0.5 5.3 132.2 237
S-3 24 1/3 1.6 0.5 2.0 50.1 237
S-4 40 1/3 1.6 0.5 3.0 75.1 237
S-5 32 1/3 3.0 0.5 8.7 218.2 237
S-6 30 1/3 2.8 0.5 5.1 128.2 237
S-7 35 1/3 2.0 0.5 1.6 41.1 237
S-8 23 1/3 1.8 0.5 2.5 64.5 237
S-9 23 1/3 2.0 0.5 2.5 62.9 237
S-10 37 1/3 2.8 0.5 5.6 141.1 237
S-11 33 1/3 3.0 0.5 7.0 175.6 237
S-12 33 1/3 3.0 0.5 7.6 191.2 237
S-13 39 1/3 2.4 0.5 4.6 115.6 237

流域定数
流域略称

※飽和雨量は、Ｓ３４．９洪水再現値



流域定数の設定（流域委員会使用モデル）
流域№ 流域名 流域面積 Ｋ Ｐ ＴＬ(hr) 基底流量 Rsa

(km
2
) (m

3
/s) (mm)

1 紀の川上流域 53.2 48 0.333 1.20 2.7 120

2 本沢川流域 32.6 32 0.333 0.72 1.7 120

3 大迫ダム残流域 29.0 38 0.333 0.48 1.5 120

4 中奥川流域 39.0 38 0.333 1.80 2.0 120

5 下多古残流域 35.4 26 0.333 1.20 1.8 120

6 大滝残流域 68.8 28 0.333 1.05 3.5 120

7 高見川上流域 54.2 53 0.333 1.51 2.8 120

8 四郷川・日裏川流域 47.6 30 0.333 0.96 2.5 120

9 高見川残流域 31.8 37 0.333 0.80 1.6 120

10 妹背残流域 81.6 43 0.333 1.20 4.2 120

11 下渕残流域 100.9 56 0.333 0.15 5.2 120

12 五條残流域 60.1 39 0.333 0.13 3.1 120

13 大和丹生川上流域 91.3 54 0.333 1.49 4.7 120

14 宗川流域 41.5 37 0.333 0.90 2.1 120

15 大和丹生川残流域 44.3 44 0.333 1.00 2.3 120

16 橋本残流域 65.0 35 0.333 1.10 3.3 120

17 九度山残流域 59.3 30 0.333 0.80 3.1 120

18 紀伊丹生川上流域 62.9 42 0.333 1.18 3.2 120

19 紀伊丹生川残流域 56.1 43 0.333 1.20 2.9 120

20 三谷残流域 30.8 24 0.333 0.56 1.6 120

21 穴伏残流域 45.2 25 0.333 0.48 2.3 120

22 藤崎残流域 58.0 31 0.333 0.88 3.0 120

23 船戸残流域 76.6 30 0.333 0.72 3.9 120

24 貴志川上流域 36.9 30 0.333 1.50 1.9 120

25 野上残流域 90.4 32 0.333 2.38 4.7 120

26 真国川上流域 51.9 47 0.333 1.14 2.7 120

27 真国川残流域 31.2 33 0.333 0.36 1.6 120

28 井ノ口残流域 29.4 32 0.333 0.30 1.5 120

29 貴志残流域 42.2 37 0.333 0.75 2.2 120

30 高島残流域 26.3 34 0.333 0.80 1.4 120



河道定数の設定（流域委員会使用モデル）

河道区分 区間 延長 整備計画

一段目 二段目

(km) K P Tl 氾濫開始流量 K P Tl

A 大迫ダム～大滝ダム 17.2 12.5 0.69 0.17

B 高見川 11.2 9.9 0.65 0.09

C 大滝ダム～妹背 18.5 15.6 0.69 0.60

D 妹背～下渕 9.1 9.5 0.68 0.39 3500 0.70 1.00 0.39

E 下渕～五條 14.0 14.7 0.67 0.63 4000 1.69 0.93 0.63

F 大和丹生川 12.8 6.9 0.72 0.36

G 五條～橋本 9.5 7.7 0.72 0.48

H 橋本～九度山 6.1 9.2 0.67 0.30

I 紀伊丹生川 13.7 8.3 0.68 0.30

J 九度山～藤崎 14.3 19.8 0.68 0.72

K 藤崎～船戸 10.2 10.6 0.73 0.51

L 貴志川上流部 32.0 17.1 0.65 0.26

M 真国川 14.2 8.1 0.64 0.10

N 真国川合流点～井ノ口 14.3 8.6 0.69 0.20

O 貴志川直轄区間 5.4 8.7 0.64 0.10


